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交流会の様子

研修会初日 夜 美観地区 岡山 く 料理 楽

皆さ 美味 い料理 食べ 専門や自国 こ 話
花 咲 せ

奨学生 皆さ 国籍 専門 様々 日本 勉強 いう同 目
標 持 仲間同士 仲 深 こ う

自己紹介の様子

2018 度財団奨学生
PARAJULI SUSMA

2019 度財団奨学生
周 慧

2019 度財団奨学生
LU KAR

2018 度財団奨学生
張 国珍

本来参加 い共立 ンテ ンス奨学生のMUKEREBAI 

MUHETAERさ 杉野服飾大学 財団奨学生のお友
一緒 来たた 急 ょ参加す こ ました

間 え 来ち たけ 参加
す こ ました！＾∇＾



倉紡記念館 大原本邸 日本の近代化 担 た繊維産
業の変遷 関係のあ 場所 巡 チ 毎 撮

た写真のポイント 競いました

出発前の説明の様子
チ 毎 の作戦会議



Aチーム
肖开提 排茹扎さん
BUNTHAN SEREIROTHさん

チーム
BUI THI BAO NGOCさん
REZIWANGULI AILIさん

チーム
REBEKA SULTANAさん
周 慧さん

チーム
安 ジヨンさん
NGUYEN NGOCTHAOさん

チーム
VU THI MINHさん
潘 昱儀さん

チーム
AYE MYAT MONさん
林 頎翎さん

チーム
NGUYEN THI MINH PHUONGさん
李 菁杭さん

チーム
PARAJULI SUSMAさん
朴 宇理さん

チーム
LE THI LUONG CHAUさん
MUKEREBAI MUHETAERさん

チーム
張 国珍さん
LU KARさん

チーム
SATRIO BUDI PRAKOSOさん
周 東魯さん

チーム
YOENG JYE YEOHさん
YASENJIANG AXIMUさん

チーム
SUKHTSOODOL

LKHAGVADORJ

さん
鄭 文彬さん

チーム
BHATTA KUMAR 

PRASADさん
邱 敏雄さん

2018 度奨学生
2019 度奨学生



エリア 美観地区

エリア 児島地区 エリア 源 地区



フォト ロゲイ ング採点の結果 以下の５チ
入賞しました♪その他のチ 景品 ゲット！

皆さ お疲 様 した フォト ロゲイ ング
通し 少し 日本の近代化 担 た繊維産業の
変遷 い 理解 た 嬉しく思います

Aチーム
肖开提 排茹扎さん
BUNTHAN SEREIROTHさん

2

3

Jチーム
張 国珍さん
LU KARさん

チーム
VU THI MINHさん
潘 昱儀さん

Nチーム
BHATTA KUMAR PRASADさん
邱 敏雄さんIチーム

LE THI LUONG CHAUさん
MUKEREBAI MUHETAERさん



張 国珍 ＆2018 度奨学生＇
倉敷 繊維 街 知 古 男子学生 制服 製造 あ 1888

当地 大原孫 朗 紡績会社 創業 創業期 明治時代 紡績 い い
機会 海外 引入 効率 良 業 擴張 大正時代

工場 建設や従業員 生活 向 専念 経営 昭和時代 戦争や不況 直
面 再 革新 以 繊維産業 い い 業 多角化 現在 倉庫
倉敷 並 合わ 観光地 改造

倉紡記念館 中 あ 棉 保存 建 倉庫
倉敷 紡績 業 歩 や禜枯盛衰 紹 一番印象 残 倉敷
傑 い 物語 思い 原慶 朗 大橋沢 郎 木村利 郎 3人
倉敷地区 復興 不 人物

現在岡山県 一番有名 観光地 言え 倉敷 美観地区 い観光地
大正~昭和初期 風情 良 残 い 古い街並 や白壁 家 倉敷

歴史や観光地 有名 い 過程 思い知 湾 貴 経
験 思い 文化財や 後地域 う 保存 課題 含 学 良
い場所 考え 紹 い

LU KAR ＆2019 度奨学生＇
生 ン 日 初 国産化 児島

千拓地 あ 児島 木綿 栽 盛 行わ 木綿 織 や縫製技術
産業 盤 発展 続 い 繊維 足袋 学生服 作業服 繊維

発展 国産 ン 発祥 地 生 変わ 倉敷巾児島 い 児
島 新 い 誕生 い 岡山 ン ョ 集 児島

ン 児島 ン 藍染 特徴 あ
わ 品々 販売 全国 ン ン 注目 集 い

倉敷 児島
私 印象 残 第2室 展示室 あ 独身者向寄宿舎 社宅 模型

写真 見 寄宿舎 床 間 あ 社宅 一般的 社員向 あ
庭付 い う 福利厚生施設 充実 社員 や 気 火
企業 大 成長 ワ 感 う 強い心 持 日

世界 高い立場 国 立 理 思い
自国 友人 紹 い BIG JOHN児島店 思い 国産 ン 作 い

店 面白い ン 服装 比 服装 値
段 高い ン 好 人 一番 いい 持 い 思い
BIG JOHN店 色々 体験 友人 紹 ン ういう風 作
い 感 い い 思い

倉敷 日本 近代化 担 繊維産業 発展 い わ こ 書い く さい
倉紡記念館や大原本邸 印象 残 説明文 １ 理由 書い く さい
フォトロゲイニング 自国 友人 紹介 い 思 場所 １ 理由 書い
く さい ※感想文 学生 書い 文章 掲載 い

J



VU THI MINH ＆2018 度奨学生＇
江戸時代初期 県南部 海 埋 立 各地 新 開発 盛 行わ 雨
少 温暖 気候 え 塩分 含 新 綿 栽 適 い

児島半島 中央 位置 山 端 発 水系 四方 流 集落 潤
う 周囲 綿作地帯 児島地区 繊維産業 発 昭和30 代 藍あ

い染 綿織物流 国産初 ン 開発 昭和40 代半 ン

到来 気軽 ュ ョン 代名詞 児島 海外 有名
ン 工 児島 行わ 技術 高 う え 現在

ン や 生地 活用 新 製品 開発 い

中 あ 倉紡記念館 自分 印象 残 場所 あ 建物 創
業期 原綿倉庫 あ 建設 明治22 (1889 ) あ 築100 越

え い 記念館自体 歴史 感 床 当時 あ 工
場 使 い 機械や 要書類 資料 展示 い 奥 展示室 進 い

存在感 あ 襖 目 飛 込 版 家 名高い棟方志
書い 旧 寿工場 礼法室 襖 使わ い 襖 実際 目 見
何 語 う あ 感

倉紡記念館 歴史 日 主力産業 紡績 歴史
倉敷 知 自国 友人 紹 い場所 倉紡記念

館 あ 倉紡記念館 行 い 倉敷 い 知 い
知 ！

潘昱儀 ＆2019 度奨学生＇
倉敷 繊維産業 長い歴史 あ 江戸時代 気候条件 適当 綿 栽

細巾織物 誕生 明治時代 入 近代繊維産業 興 大村
紡績所 開業 繊維産業発展 礎 築 大正時代 入 生産 日 一
誇 う 大正 期 学生服 需求 増 生産物

足袋 和服 学生服 西洋化服装 良い 礎 あ 倉敷
紡織業 生産 洋服 いい品質 維持 いい評価
体育衣料 務服 作業服 進出 い 多品種多彩 衣料品 生産
い
倉紡記念館 倉敷 長い繊維産業 歴史 5 部屋 わ 色々 器

貝 生産品 話 紹 印象 1番深い部分 説明文 内容

あ 印象 残 い 一 部屋 入 時
代感 時代 氛圍気 出 深い印象 あ 倉敷 繊維産業 歴史 長い

一 部屋 わ 当 繊維産業 発展 体験 う や
印象 深

ン ： 湾 あ 紹 文書 綺麗
人 う 込 い 静 散策 気持 心

広 いい所 思う 自国 友人 紹 い 日 式 建物一旧
崎家住宅 あ 特別( 觀光地 う＇ 土産 買え 自分 世界唯一

ン 関 物 作 当 倉敷美觀地區
乗 う 遠い源 地区 行 見 当

Eチ



肖开提 排茹扎 ＆2018 度奨学生＇
日 資 主義 い 中枢的地位 占 い 繊維産業 あ い い

然 合成 繊維 系 織 各種 第 工 行う 綿糸紡績業 絹系紡
績業 製糸業 撚糸業 製網業 織物業 い い 包含 主要 生産工程
繊維 別や清浄化 行う準備工程 繊維 引 伸 撚 原系 紡系

工程 紡糸 組 合わ 生地 織 工程 織 地 晒 染色 捺染 工 仕 工程
あ 1974 日 新繊維法 公 全維産業 わ 知識集約化 新

商品 新技術 開発 生産や経営規模 適正化 う わ あ う 合成繊維
生産 蓄増 示

倉紡記念館 中 紡績産業 歴史 展示 い 倉紡記念館 創立当時
建 原綿倉庫 昭和44 創立80周 記念館 ュ い 文化

財的建造物 趣 あ 雰囲気 中 日 紡績産業 歴史 背景 倉紡 歩 写
真 模型 文書 絵 紹 明治時代 紡績機械や創業当時 文書 大
正時代労働理想主義 具現化 い 倉紡 発展期資料 昭和時代不況 戦争期 時代背
景 倉紡 変 展示 戦後昭和 成時代 復興 倉紡 業 多角化 歩 展示

説明

一番推薦 ン 倉敷 日 国産 ン 聖地 旧 崎家住
宅 崎 記念碑 約400m 通 地元 ン 軒 連 い

体験 い ン い い着 体験
う い 周辺 ン 以外 魅力的 ョ や 揃 い
楽 思

BUNTHAN SEREIROTH ＆2019 度奨学生＇
倉敷紡績場 倉紡 う 知 日 新い繊維産業技術 入 利益 得

私 理解 倉紡 呼 西洋風 ョン 繊維産業 従 会社 考
え 倉紡記念館 述 い う 倉紡 紡績場 1922 以来 作

綿糸 生産 始 業界 関わ い 々 業界 新技
術 支出 い ュ 日常 ョン 服

製造 使用 い 特 あ わ 齢層 使用 私 倉
紡 日 繊維産業 紹 強化 要 役割 果 い 考え い

私 大原 邸 印象 魅 い 最 建物 入 言葉 部
屋 中 呈 非常 印象 い あ 必然 あ
大原家族 ン 家系 私 当 ョ ン 人
大 拍手 い 思い 以外 家族 成歴や有名 家族 ン 持
物 紹 い ョ あ 私 一番好 ョ

美術館 伝統的 部 私 個人的 囲
飲 大好 私 非常 感傷的 昔 時 戻 う 気

ン 間 私 ン 3 訪 キ

自国 友人 紹 機会 あ 倉敷美観地区 い 理 文化や歴
史 経験 一箇所 楽 思い 倉敷美観 美 い景色 あ

私 あ ン 呼 い 友人 乗 景色 楽
い 思い あ 駅 離 ン
行 必要 あ 面白い食 物や あ 私

友人 昔 気分 楽 地元 や ン 経験 大好 倉
敷美観 い

Aチ



今回 2019年度共立国際交流奨学財団奨学生研修会 2泊3日 日本 近代化
担 繊維産業 企業城下町 あ 岡山県 倉敷市 行わ
昨年 続 2度目 参加 2018年度奨学生12名 参加 2019年度奨学
生 15名 計27名 行う 飛び入 急 2019年度 ンテ奨学生1名
参加 計28名 学生 参加
初日 交流会 岡山 名物 食べ 互い 話 い 最初
緊張 あ 話 声 聞 え 一テ ル 必 話好 人
い 次第 話 声 聞 え く う 奨学生 全国各地 来
い 母国 話 学校 話 交流 深 有意義 時間 過 い
思い

2日目 ォトロゲイ ング 快晴 中5時間半 いう限 時間内 2人 ア
倉敷市内 指定 ポイント 巡 点数 獲得 いく いう内容 ゲ 行い 一部
チ 手 組 回 ゲ 楽 い 一部 チ ち
入館料 払い展示物 見 回 多く 学び 得 い ゲ 通
近代化 担 繊維産業 変遷 関 理解 深 う
2泊3日 いう短い期間 研修会 忘 い経験

願い 青木

一般財団法人 共立国際交流奨学財団
〒101-0021 東京都千代田区外神田2-18-3 第2昭和ビル4F

TEL：03-5295-0205 FAX：03-5295-0206
E-mail：kif-info@dormy.co.jp

：https://www.kif-org.com/

2019年度共立国際交流奨学財団奨学生研修会 岡山県 倉敷 日本 近代化
担 繊維産業 変遷 関 理解 深 ―企業城下町倉敷 散策― 目的 実
施 参加人数 2018年度奨学生 2019年度奨学生 2019年度共立 ンテ ン
奨学生1名 合わ 28名 行わ
初日 夜 行わ 交流会 2018年度生 久 ぶ 再会 楽 い 2
019年度生 初 研修会 緊張 い う い い岡山名物 食べ

互い 国 話 学校 学 い 話 徐々 緊張 ほ い い

2日目 ォトロゲイ ング 昨日 緊張 嘘 う 元気 く出発 い
く姿 見 安心 天候 良好 暑く ォトロゲイ ング後半
顔 疲 見え い 会う び 声 け 笑顔 行 場所 話
見 教え く ゲ 楽 い う 感 倉敷 繊
維産業 い 考え 持 い 奨学生 勉強熱心 関心

あ いう間 2泊3日 奨学生 皆 思い出 残 研修会
い 幸い (柴田)
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